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(57)【要約】
【課題】  本発明は、入力機能スイッチの操作状況を容
易に把握できるようにすることにより、その操作性を向
上させることが可能な画像診断装置を提供することにあ
る。
【解決手段】  入力機能スイッチ１５は、超音波画像診
断装置の表示モニタの表示画面上に表示される超音波画
像の調整（例えば、超音波画像のコントラスト設定値の
変更）を段階的に行うためのスイッチ部１５ａ、１５
ｂ、１５ｃによって構成されている。スイッチ部１５ａ
はコントラスト設定値を増加させたい場合に選択され、
スイッチ部１５ｃはこのコントラスト設定値を減少させ
たい場合に選択され、スイッチ部１５ｂは変更したコン
トラスト設定値をデフォルト設定値に戻したい場合に選
択される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面上に入力機能スイッチが設けら
れ、画像を表示する画像診断装置であって、
前記入力機能スイッチは、
表示された画像を調整するために入力機能設定値を変更
する変更手段と、
前記変更手段によって変更された入力機能設定値の入力
範囲を表示する表示手段とを備えたことを特徴とする画
像診断装置。
【請求項２】  前記表示手段はプログレスバーによって
構成されていることを特徴とする請求項１に記載の画像
診断装置。
【請求項３】  前記表示手段には、デフォルト設定値の
位置を示すマークが設けられていることを特徴とする請
求項１に記載の画像診断装置。
【請求項４】  前記変更手段は、前記入力機能設定値を
増加させるための第１のスイッチ部と、前記入力機能設
定値を減少させるための第２のスイッチ部とを有し、前
記入力機能設定値がデフォルト設定値から変更された場
合には前記第１のスイッチ部または前記第２のスイッチ
部の一方の表示色を変更することを特徴とする請求項３
に記載の画像診断装置。
【請求項５】  前記入力機能スイッチは、前記変更手段
により変更された入力機能設定値をデフォルト設定値に
戻す手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の画
像診断装置。
【請求項６】  前記入力機能スイッチは、前記変更手段
により変更された入力機能設定値をデフォルト設定値と
して登録する手段を備えたことを特徴とする請求項１に
記載の画像診断装置。
【請求項７】  超音波画像を表示する表示手段と、
装置の設定を行うためのタッチコマンドスクリーンと、
前記タッチコマンドスクリーン上に、設定値変更用のボ
タン像、設定値をアナログメータ的に表したメーター像
を同時に表示するタッチコマンドスクリーン制御手段
と、
前記設定値に基づいて、前記表示手段に表示される画像
を調整する画像処理手段を備えたことを特徴とする超音
波画像診断装置。
【請求項８】  前記メーター像は、前記設定可能範囲の
下限、上限を視覚的に把握できるようにした枠と、前記
設定値に応じて前記枠内を移動するスライダー又は前記
設定値に応じて長さの変化するバーのいずれかを有する
ものであることを特徴とする請求項７記載の超音波画像
診断装置。
【請求項９】  前記タッチコマンドスクリーンは、
ダイナミックレンジ、スムージング、輪郭強調、コント
ラスト、ノイズ低減処理、走査線密度にかかる設定値の
少なくとも１つを前記メーター像により表示するもので
あることを特徴とする請求項７記載の超音波画像診断装*
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*置。
【請求項１０】  被検体に対して超音波の送受波を行う
超音波プローブと、前記超音波プローブにより得られた
超音波エコー信号に基づいて超音波画像を生成する信号
処理手段と、前記信号処理手段により生成された超音波
画像を表示する表示手段と、前記信号処理手段の設定を
変えるための操作パネルを有する超音波画像診断装置で
あって、
前記操作パネルは、
機械的な構造を有する複数のスイッチと、
モード名の表示が付され、且つ、前記複数のスイッチが
１つのボタンに見えるよう前記複数のスイッチを覆うカ
バーを有するものであることを特徴とする超音波画像診
断装置。
【請求項１１】  前記操作パネルは装置の設定状態を表
す複数の発光手段を備え、且つ、前記カバーは、前記複
数の発光手段と前記複数のスイッチと共に覆い１つの機
能ボタンに見えるように構成されているものであること
を特徴とする請求項１０記載の超音波画像診断装置。
【請求項１２】  前記複数のスイッチは、左側に配置さ
れた第１のスイッチ、中央に配置された第２のスイッ
チ、右側に配置された第３のスイッチを有し、
前記複数の発光手段は、前記第１のスイッチ又は前記第
２のスイッチが押された時に点灯する左側に配置された
第１の発光手段、前記第２のスイッチ又は第３のスイッ
チが押された特に点灯する右側に配置された第２の発光
手段を有し、
前記信号処理手段は、画面上に第１の超音波画像と第２
の超音波画像を画面の左右に分けて同時に表示し、且
つ、前記発光手段が発光している側にリアルタイム像が
表示され、前記発光手段が点灯していない側に静止画像
が表示されるように画像を生成するものであることを特
徴とする請求項１０又は１１のいずれか１項に記載の超
音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、種々の画像を表示
して画像診断を行う場合にその表示画像を調整するため
の入力機能スイッチが設けられている画像診断装置及び
超音波画像診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、画像診断装置、例えば超音波画像
診断装置においては、ＬＥＦＴ／ＲＩＧＨＴスイッチや
ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチのような２つの方向を示す２方
向スイッチを入力機能スイッチとして用い、いずれかの
方向を選択することにより表示画像の調整を行ってい
る。
【０００３】具体的には、例えば、超音波画像診断装置
のモニタの表示画面においてこのような２方向スイッチ
を設け、表示画面に表示されている超音波画像であるＢ
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モード画像またはＭモード画像の一方の画像をこの２方
向スイッチを用いて選択することにより、表示画像の切
換えを行っている。
【０００４】また、例えば、上述した２方向スイッチに
おいてそのいずれかの方向を選択し続けることにより、
表示画面上の表示画像の例えばコントラスト、明るさや
ゲインなどの入力機能設定値を所定の入力範囲内で変更
している。
【０００５】ところで、このような２方向スイッチによ
る入力機能設定値の確認は、入力機能設定値が変更した
状態をオペレータが表示画面上で見て行っていた。ま
た、変更した入力機能設定値が所定の入力範囲内の最高
値（または最低値）であるかどうかは、設定値がある値
以上（または以下）変更していない状態をオペレータが
表示画面上で見て判断していた。
【０００６】また、各入力機能設定値は、通常、装置電
源がオンされた時に初期設定されており、表示画面上の
表示画像を調整する場合には、各入力機能スイッチによ
りその入力機能設定値を変更していた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述した２方
向スイッチのような入力機能スイッチを用いて表示画像
を切換える場合には、どちらか一方の画像しか選択する
ことができなかった。そのため、例えばＢモード画像と
Ｍモード画像の両方を同時に表示画面上に表示できるよ
うにＬＥＦＴ／ＲＩＧＨＴスイッチを同時に有効とした
い場合、１つのスイッチで３つの状態（すなわち、Ｂモ
ード画像のみ表示、Ｍモード画像のみ表示、およびＢモ
ード画像とＭモード画像の両方を同時に表示）を設定可
能にする必要があるが、その操作がしにくい。
【０００８】また、例えばＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを用
いてある入力機能設定値を変更した後で初期の入力機能
設定値（デフォルト設定値）に戻したい場合には、入力
機能設定値を変更した回数（ステップ数）分だけ反対方
向への操作を行う必要があり、その操作が煩雑になる。
従って、簡単に操作しようとする場合には、オペレータ
がその設定値を予め覚えておくか、または装置を初期設
定状態に戻すしか方法がない。
【０００９】さらに、一度入力機能設定値を変更した場
合、各入力機能スイッチ毎にデフォルト設定値を確認す
る手段が設けられていないため、デフォルト設定値がわ
からなくなってしまう。
【００１０】さらにまた、入力機能設定値の入力範囲の
ステップ数を容易に確認することができないため、入力
機能設定値の入力範囲（変更可能範囲）がわかりにく
い。従って、変更した入力機能設定値が最高値（または
最低値）に到達している状態においても入力機能スイッ
チによる入力機能設定値の入力（変更）を続けてしまう
ことがあり、迅速な操作を行うことができない。
【００１１】その上、入力機能スイッチにより変更され
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た入力機能設定値をデフォルト設定値として登録する手
段が設けられていないため、例えば装置電源が再度オン
された場合には初期の入力機能設定値に戻ってしまい、
入力機能設定値の変更を再度行わなければならない。
【００１２】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、本発明の目的は、入力機能スイッチの操作状況を
容易に把握できるようにすることにより、その操作性を
向上させることが可能な画像診断装置及び超音波画像診
断装置を提供することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１に記載の発明は、表示画面上に入力機能ス
イッチが設けられ、画像を表示する画像診断装置におい
て、前記入力機能スイッチは、表示された画像を調整す
るために入力機能設定値を変更する変更手段と、前記変
更手段によって変更された入力機能設定値の入力範囲を
表示する表示手段とを備えたことを特徴とする。
【００１４】上記請求項１に記載の発明の画像診断装置
において、請求項２に記載の発明は、前記表示手段はプ
ログレスバーによって構成されていることを特徴とす
る。
【００１５】上記請求項１に記載の発明の画像診断装置
において、請求項３に記載の発明は、前記表示手段に
は、デフォルト設定値の位置を示すマークが設けられて
いることを特徴とする。
【００１６】上記請求項３に記載の発明の画像診断装置
において、請求項４に記載の発明は、前記変更手段は、
前記入力機能設定値を増加させるための第１のスイッチ
部と、前記入力機能設定値を減少させるための第２のス
イッチ部とを有し、前記入力機能設定値がデフォルト設
定値から変更された場合には前記第１のスイッチ部また
は前記第２のスイッチ部の一方の表示色を変更すること
を特徴とする。
【００１７】上記請求項１に記載の発明の画像診断装置
において、請求項５に記載の発明は、前記入力機能スイ
ッチが、前記変更手段により変更された入力機能設定値
をデフォルト設定値に戻す手段を備えたことを特徴とす
る。
【００１８】上記請求項１に記載の発明の画像診断装置
において、請求項６に記載の発明は、前記入力機能スイ
ッチは、前記変更手段により変更された入力機能設定値
をデフォルト設定値として登録する手段を備えたことを
特徴とする。
【００１９】請求項７に記載の発明は、超音波画像を表
示する表示手段と、装置の設定を行うためのタッチコマ
ンドスクリーンと、前記タッチコマンドスクリーン上
に、設定値変更用のボタン像、設定値をアナログメータ
的に表したメーター像を同時に表示するタッチコマンド
スクリーン制御手段と、前記設定値に基づいて、前記表
示手段に表示される画像を調整する画像処理手段を備え
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たことを特徴とする。
【００２０】請求項８に記載の発明は、前記メーター像
が、前記設定可能範囲の下限、上限を視覚的に把握でき
るようにした枠と、前記設定値に応じて前記枠内を移動
するスライダー又は前記設定値に応じて長さの変化する
バーのいずれかを有するものであることを特徴とする。
【００２１】請求項９に記載の発明は、前記タッチコマ
ンドスクリーンが、ダイナミックレンジ、スムージン
グ、輪郭強調、コントラスト、ノイズ低減処理、走査線
密度にかかる設定値の少なくとも１つを前記メーター像
により表示するものであることを特徴とする。
【００２２】請求項１０に記載の発明は、被検体に対し
て超音波の送受波を行う超音波プローブと、前記超音波
プローブにより得られた超音波エコー信号に基づいて超
音波画像を生成する信号処理手段と、前記信号処理手段
により生成された超音波画像を表示する表示手段と、前
記信号処理手段の設定を変えるための操作パネルを有す
る超音波画像診断装置であって、前記操作パネルは、機
械的な構造を有する複数のスイッチと、モード名の表示
が付され、且つ、前記複数のスイッチが１つのボタンに
見えるよう前記複数のスイッチを覆うカバーを有するも
のであることを特徴とする。
【００２３】請求項１１に記載の発明は、前記操作パネ
ルは装置の設定状態を表す複数の発光手段を備え、且
つ、前記カバーは、前記複数の発光手段と前記複数のス
イッチと共に覆い１つの機能ボタンに見えるように構成
されているものであることを特徴とする。
【００２４】請求項１２記載の発明は、前記複数のスイ
ッチは、左側に配置された第１のスイッチ、中央に配置
された第２のスイッチ、右側に配置された第３のスイッ
チを有し、前記複数の発光手段は、前記第１のスイッチ
又は前記第２のスイッチが押された時に点灯する左側に
配置された第１の発光手段、前記第２のスイッチ又は第
３のスイッチが押された特に点灯する右側に配置された
第２の発光手段を有し、前記信号処理手段は、画面上に
第１の超音波画像と第２の超音波画像を画面の左右に分
けて同時に表示し、且つ、前記発光手段が発光している
側にリアルタイム像が表示され、前記発光手段が点灯し
ていない側に静止画像が表示されるように画像を生成す
るものであることを特徴とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して説明する。
【００２６】図１は本発明の第１の実施の形態の入力機
能スイッチが用いられる画像診断装置の一例である超音
波画像診断装置の概略構成を示すブロック図である。図
１に示す超音波画像診断装置は、患者のような被検体に
超音波を送波し、被検体からの反射波をエコー信号とし
て受信する複数の超音波振動子（図示しない）を備えた
超音波プローブ１と、超音波プローブ１の各超音波振動
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子に励起信号を供給して超音波を発生させ、超音波プロ
ーブ１の各超音波振動子からのエコー信号を受信する送
受信回路２と、送受信回路２によって受信したエコー信
号に関する画像情報を記憶する画像情報収集メモリ３
と、超音波画像診断装置の動作のために必要な種々のコ
マンドやデータの入力操作を行うためのマウスやトラッ
クボールのようなポインティングデバイス、キーボード
などを有する入力ユニット４と、画像情報収集メモリ３
に記憶されている画像情報を基にして超音波画像を構成
するための演算を行う演算ユニット５と、演算ユニット
５による演算によって得られた超音波画像、この超音波
画像の表示条件の設定ルーチン画面、後述する種々の入
力機能スイッチなどを表示する表示モニタ６と、超音波
画像診断装置全体の制御を行うＣＰＵ（中央処理ユニッ
ト）やメモリなどで構成される制御ユニット７とを備え
ている。
【００２７】図２は本発明の第１の実施の形態の入力機
能スイッチの構成を示す図である。なお、図２に示す入
力機能スイッチにおいて、「Ｍ＋Ｂ」は超音波画像であ
るＭモード画像とＢモード画像の表示、「ＤＵＡＬ」は
超音波Ｂモード画像のデュアル表示をそれぞれ意味し、
スイッチ状態としてオン状態を示す黒丸（●）およびオ
フ状態を示す白丸（○）によって少なくとも一方の画像
を選択することを示している。
【００２８】図２（Ａ）、（Ｂ）に示す入力機能スイッ
チ１０３ａ、１０３ｂは、図１に示す超音波画像診断装
置の表示モニターに表示される超音波画像の設定や切換
えを行うスイッチであり、１０３ａは「Ｍ＋Ｂ」画像の
切換え用、１０３ｂは「ＤＵＡＬ」画像の切換え用とし
て用いられる。
【００２９】このスイッチは、剛性板上に３個のスイッ
チＳＷａ、ＳＷｂ、ＳＷｃが配列され、これらの上に一
対のランプ（発光手段）ＬＰ

1
、ＬＰ

2
が設けられ、これ

らをカバーする柔軟性カバーが設けられ、全体として１
個のボタンに見えるように構成されている。そして、左
側のスイッチＳＷａを押すと、左側のランプＬＰ

1
が点

灯し、中間のスイッチＳＷｂを押すと２つのランプＬＰ

1
、ＬＰ

2
が点灯し、右側のスイッチＳＷｃを押すと右側

のランプＬＰ
2
が点灯するようになっている。このラン

プ（発光手段）の表示状態によって装置の設定状態や、
切換え状態を表わすようになっている。
【００３０】図３は前記機能スイッチ１０３ａ、１０３
ｂの操作態様を示すものであり、同図（ａ）は「Ｍ＋
Ｂ」モードスイッチ、同図（ｂ）は「ＤＵＡＬ」モード
スイッチを示している。
【００３１】同図（ａ）に示す「Ｍ＋Ｂ」モードスイッ
チについては、図２（Ａ）の左側のスイッチＳＷａが押
された状態１０ａ、中央のスイッチＳＷｂが押された状
態１０ｂ、右側のスイッチＳＷｃが押された状態１０ｃ
の如く変化し、それぞれランプＬＰ

1
、ＬＰ

2
の点灯状態



(5) 特開２００１－２７６０６８

10

20

30

40

50

7
（黒丸で示す）が変化するようになっている。
【００３２】同図（ｂ）に示す「ＤＵＡＬ」モードスイ
ッチも上記同様に状態が１１ａ、１１ｂ、１１ｃのよう
に変化し、ランプＬＰ

1
、ＬＰ

2
の点灯状態が変化するよ

うになっている。
【００３３】以上のように、本発明の第１の実施の形態
の入力機能スイッチは、従来のＬＥＦＴ／ＲＩＧＨＴス
イッチやＵＰ／ＤＯＷＮスイッチのように２つの状態を
選択する他に、さらにもう１つの状態を１タッチ操作で
選択できるように構成されている。従って、従来よりも
簡単でしかもわかりやすく入力機能スイッチを操作する
ことができる。
【００３４】図４は本発明の第２の実施の形態の入力機
能スイッチの構成を示す図である。図４（ａ）に示す入
力機能スイッチ１５は、例えば図１に示す超音波画像診
断装置の表示モニタ６の表示画面上に表示されるＵＰ／
ＤＯＷＮ型のスイッチであり、表示モニタ６の表示画面
上に表示される超音波画像の調整（例えば、超音波画像
のコントラスト、明るさやゲインのような各入力機能設
定値の変更）を段階的に行うためのスイッチ部１５ａ、
１５ｂ、１５ｃによって構成されている。なお、スイッ
チ部１５ａ、１５ｂ、１５ｃは、例えばポインティング
デバイスを用いることにより選択される。
【００３５】スイッチ部１５ａは入力機能設定値（例え
ばコントラスト設定値）を増加させたい場合に選択さ
れ、スイッチ部１５ｃはこのコントラスト設定値を減少
させたい場合に選択され、スイッチ部「ＦＵＮＣ」１５
ｂはコントラスト設定値をデフォルト設定値に戻したい
場合に選択される。
【００３６】また、図４（ｂ）に示す入力機能スイッチ
１６はＬＥＦＴ／ＲＩＧＨＴ型のスイッチであり、図４
（ａ）に示す入力機能スイッチ１５と同様な構成および
機能を有している。すなわち、入力機能スイッチ１６
は、ポインティングデバイスを用いることにより選択さ
れるスイッチ部１６ａ、１６ｂ、１６ｃによって構成さ
れている。
【００３７】スイッチ部１６ａはコントラスト設定値を
減少させたい場合に選択され、スイッチ部１６ｃはこの
コントラスト設定値を増加させたい場合に選択され、ス
イッチ部「ＦＵＮＣ」１６ｂはコントラスト設定値をデ
フォルト設定値に戻したい場合に選択される。
【００３８】このような図４（ａ）、（ｂ）に示すスイ
ッチも前記図２に示すものと同様な構成を有しており、
図４（ａ）は、各スイッチ１５ａ～１５ｃを配列したも
のをカバーで覆い、１つのボタン１５に見えるようにし
ており、図４（ｂ）は、横方向に３つのスイッチ１６ａ
～１６ｃを並べてカバーで覆って１つのボタン１６に見
えるようになっている。
【００３９】以上のように、本発明の第２の実施の形態
の入力機能スイッチは、入力機能設定値を変更した後に
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おいてもその変更後の入力機能設定値をデフォルト設定
値に１タッチ操作で戻すことが可能なように構成されて
いる。従って、従来の場合と比較して入力機能スイッチ
のコンパクト化を維持しながら、入力機能スイッチの操
作を簡単に行うことができる。
【００４０】図５は本発明の第３の実施の形態の入力機
能スイッチの構成を示す図である。図５（ａ）に示す入
力機能スイッチ２０は、例えば図１に示す超音波画像診
断装置の表示モニタ６の表示画面上に表示されるＬＥＦ
Ｔ／ＲＩＧＨＴ型のスイッチであり、この入力機能スイ
ッチ２０の名称（例えばコントラスト調整スイッチ）を
表示するスイッチ名称表示部２０ａと、入力機能設定値
（例えば、コントラスト設定値）の入力範囲（変更可能
範囲）入力状態を表示するプログレスバー２０ｂと、現
在の入力機能設定値（図５（ａ）では３．５）を数字で
表示する入力機能設定値表示部２０ｃと、表示モニタ６
の表示画面上に表示する超音波画像の調整を段階的に行
うためのスイッチ部２０ｄ、２０ｅとによって構成され
ている。なお、スイッチ部２０ｄ、２０ｅは例えばポイ
ンティングデバイスを用いることにより選択される。ま
た、プログレスバー２０ｂは、入力機能設定値の可変範
囲を示す枠と、この枠内で入力機能設定値に応じてスラ
イド移動する指針の役割を果たす目盛りブロックとで構
成され、入力機能設定値が視覚的に把握できるようにな
っている。
【００４１】スイッチ部２０ｄは入力機能設定値である
コントラスト設定値を減少させたい場合に選択され、ス
イッチ部２０ｅはこのコントラスト設定値を増加させた
い場合に選択される。スイッチ部２０ｄまたはスイッチ
部２０ｅの選択に伴い、入力機能設定値表示部２０ｃに
表示されるコントラスト設定値が増加または減少すると
ともに、プログレスバー２０ｂに表示される目盛りブロ
ック（コントラスト設定値に対応し、ブロックで示され
ている）の数も増加または減少する。
【００４２】また、図５（ｂ）に示す入力機能スイッチ
２１は、図１に示す超音波画像診断装置の表示モニタ６
の表示画面上に表示されるＵＰ／ＤＯＷＮ型のスイッチ
であり、図５（ａ）に示す入力機能スイッチ２０と同様
な構成および機能を有している。すなわち、入力機能ス
イッチ２１は、スイッチ名称表示部２１ａと、プログレ
スバー２１ｂと、入力機能設定値表示部２１ｃと、ポイ
ンティングデバイスを用いることにより選択されるスイ
ッチ部２１ｄ、２１ｅとによって構成されている。
【００４３】スイッチ部２１ｄは、コントラスト設定値
を増加させたい場合に選択され、スイッチ部２１ｅはこ
のコントラスト設定値を減少させたい場合に選択され
る。スイッチ部２１ｄまたはスイッチ部２１ｅの選択に
伴い、入力機能設定値表示部２１ｃに表示されるコント
ラスト設定値が増加または減少するとともに、プログレ
スバー２１ｂに表示される目盛りブロックの数も増加ま
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たは減少する。
【００４４】図６は本発明の第３の実施の形態の入力機
能スイッチに設けられているプログレスバーを示す図で
ある。このプログレスバーでは、各入力機能設定値の入
力範囲に合わせて１目盛りブロック当たりの幅が調整さ
れている。
【００４５】例えば、図６（ａ）に示すプログレスバー
では、１目盛りブロック当たりの幅をｄ１に調整するこ
とにより入力機能設定値の入力範囲を１０段階に設定し
ている。また、図６（ｂ）に示すプログレスバーでは、
１目盛りブロック当たりの幅をｄ１よりも狭い幅である
ｄ２に調整することにより入力機能設定値の入力範囲を
１６段階に設定している。従って、例えば、入力機能ス
イッチ２０の場合、スイッチ部２０ｄ、２０ｅを選択す
ることによりプログレスバー２０ｂに表示される目盛り
ブロックの数が増加または減少する。
【００４６】具体的には、図６（ａ）に示すように入力
範囲が１０段階に設定されているプログレスバーにおい
て入力機能設定値を６／１０にした場合には、図７
（ａ）に示すように幅ｄ１の６個の目盛りブロックが表
示される。また、図６（ｂ）に示すように入力範囲が１
６段階に設定されているプログレスバーにおいて入力機
能設定値を６／１６にした場合には、図７（ｂ）に示す
ように幅ｄ２の６個の目盛りブロックが表示される。
【００４７】以上のように、本発明の第３の実施の形態
の入力機能スイッチには、入力機能設定値の入力範囲を
示すプログレスバーが設けられている。従って、従来の
場合と比較して入力機能設定値の入力範囲が明確となる
ので、入力機能スイッチの操作が容易となる。
【００４８】図８は本発明の第４の実施の形態の入力機
能スイッチの構成を示す図である。なお、図８（ｂ）に
示す入力機能スイッチ３５は、図５（ａ）に示す入力機
能スイッチ２０とほぼ同様な構成および機能を有する
が、例えば、図８（ａ）に示すように、プログレスバー
３１内にデフォルト設定値の位置を示すデフォルト位置
マーク３０をさらに設けている。なお、スイッチ部３２
は入力機能設定値を減少させたい場合に選択され、スイ
ッチ部３３は入力機能設定値を増加させたい場合に選択
される。
【００４９】入力機能スイッチ３５では、スイッチ部３
２、３３を例えばポインティングデバイスを用いて選択
することにより入力機能設定値がデフォルト設定値とは
異なる入力機能設定値に変更された場合、入力機能設定
値が変更したことおよびその方向（増加または減少）を
オペレータに知らせるために、スイッチ部３２または３
３の例えば矢印部分（△部分）を通常の表示色（例えば
青色）とは異なる色（例えば赤色）に変更して表示す
る。
【００５０】例えば、図８（ｃ）に示すように、プログ
レスバー３１内の目盛りブロックの数（すなわち入力機
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能設定値）が減少して入力機能設定値がデフォルト設定
値から変更された場合には、スイッチ部３２の矢印部分
（△部分、斜線部分）３２ａを異なる表示色（赤色）で
表示する。反対に、プログレスバー３１内の目盛りブロ
ックの数が増加して入力機能設定値がデフォルト設定値
から変更された場合には、スイッチ部３３の矢印部分を
通常の表示色（青色）とは異なる表示色で表示する。
【００５１】もちろん、入力機能設定値がデフォルト設
定値から変更されていない場合、スイッチ部３２、３３
の矢印部分は通常の表示色で表示されることになる。
【００５２】図９は本発明の第４の実施の形態の入力機
能スイッチが設けられているプログレスバーの他の構成
を示す図である。図９に示すプログレスバー４０におい
ては、デフォルト位置マーク４１の他、入力機能設定値
を示す目盛りブロックを表示させる代わりに、現在の入
力機能設定値の位置を示す設定位置マーク４２を設けて
いる。設定位置マーク４２は、入力機能設定値の増加ま
たは減少に伴って矢印で示される左右方向に移動する。
【００５３】以上のように、本発明の第４の実施の形態
の入力機能スイッチには、デフォルト位置マークが表示
されているプログレスバーが設けられ、入力機能設定値
が増加または減少してデフォルト設定値が変更した場合
には、対応するスイッチ部が通常の表示色と異なる表示
色で表示されるように構成されている。従って、入力機
能設定値がデフォルト設定値から変更されたことおよび
入力機能設定値が増加または減少したことをオペレータ
が一目で容易に確認することができる。
【００５４】図１０は本発明の第５の実施の形態の入力
機能スイッチが設けられている表示モニタの表示画面の
構成を示す図である。図１０に示すように、例えば表示
モニタ６の表示画面５０には、複数の入力機能部５１
ａ、５１ｂ、５１ｃ、・・・、５１ｎが表示される。
【００５５】入力機能部５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、・・
・、５１ｎには、上述したような入力機能スイッチ５２
ａ、５２ｂ、５２ｃ、・・・、５２ｎと、入力機能の現
在の入力機能設定値をデフォルト設定値に戻すためのＤ
ｅｆａｕｌｔスイッチ５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、・・
・、５３ｎと、現在の入力機能設定値をデフォルト設定
値として登録するためのＲｅｗｒｉｔｅスイッチ５４
ａ、５４ｂ、５４ｃ、・・・、５４ｎとがそれぞれ設け
られている。すなわち、１つの入力機能スイッチに対し
てそれぞれＤｅｆａｕｌｔスイッチおよびＲｅｗｒｉｔ
ｅスイッチが設けられている。
【００５６】例えば、入力機能スイッチ５２ａにより変
更された入力機能設定値をデフォルト設定値に戻したい
場合には、Ｄｅｆａｕｌｔスイッチ５３ａを例えばポイ
ンティングデバイスを用いることにより選択する。これ
により、変更された入力機能設定値がデフォルト設定値
に戻される。
【００５７】また、入力機能スイッチ５２ａにより変更
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された入力機能設定値をデフォルト設定値として登録し
たい場合には、Ｒｅｗｒｉｔｅスイッチ５４ａをポイン
ティングデバイスを用いることより選択する。これによ
り、変更された入力機能設定値がデフォルト設定値とし
て例えば制御ユニット７内のメモリ（図示しない）に記
憶される。従って、例えば、装置電源が再度オンされた
場合、このメモリに記憶された入力機能設定値がデフォ
ルト設定値として初期設定される。
【００５８】図１１は本発明の第５の実施の形態の入力
機能スイッチが設けられている表示モニタの表示画面の
例を示す図である。図１１に示すように、例えば表示モ
ニタ６の表示画面８０には、入力機能部８１が表示され
る。
【００５９】入力機能スイッチ部８１には、入力機能ス
イッチとして用いられ、表示モニタ６の表示画面に表示
されている超音波画像（Ｂモード画像）のフォーカス位
置（深さ）を調整するためのフォーカス位置調整スイッ
チ（ＦＣＳ  ＰＯＳＩ）８２と、現在のフォーカス位置
を示す入力機能設定値をデフォルト設定値に戻すための
デフォルトスイッチ（ＤＥＦＡＵＬＴ）８３と、現在の
フォーカス位置を示す入力機能設定値をデフォルト設定
値として登録するためのリライトスイッチ（ＲＥＷＲＩ
ＴＥ）８４とが設けられている。
【００６０】フォーカス位置調整スイッチ８２により変
更されたフォーカス位置を示す入力機能設定値をデフォ
ルト設定値に戻したい場合には、デフォルトスイッチ８
３を例えばポインティングデバイスを用いることにより
選択する。これにより、現在のフォーカス位置を示す入
力機能設定値がデフォルト設定値に戻される。
【００６１】また、フォーカス位置調整スイッチ８２に
より変更されたフォーカス位置を示す入力機能設定値を
デフォルト設定値として登録したい場合には、リライト
スイッチ８４をポインティングデバイスを用いることに
より選択する。これにより、変更された入力機能設定値
がデフォルト設定値として制御ユニット７内のメモリに
記憶される。従って、例えば、装置電源が再度オンされ
た場合、このメモリに記憶された入力機能設定値がデフ
ォルト設定値として初期設定される。
【００６２】図１２は本発明の第６の実施の形態の入力
機能スイッチが設けられている表示モニタの表示画面の
他の構成を示す図である。図１２に示すように、例えば
表示モニタ６の表示画面６０には、入力機能部６４が表
示される。
【００６３】入力機能部６４には、上述した複数の入力
機能スイッチ６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、・・・、６１ｎ
と、入力機能スイッチ６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、・・
・、６１ｎにより変更された入力機能設定値を一括して
デフォルト設定値に戻すためのＤｅｆａｕｌｔスイッチ
６２と、入力機能スイッチ６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、・
・・、６１ｎにより変更された入力機能設定値をデフォ
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ルト設定値として一括して登録するためのＲｅｗｒｉｔ
ｅスイッチ６３とが設けられている。すなわち、複数の
入力機能スイッチに対してＤｅｆａｕｌｔスイッチおよ
びＲｅｗｒｉｔｅスイッチがそれぞれ１個設けられてい
る。
【００６４】例えば、入力機能スイッチ６１ａ、６１ｂ
によりそれぞれ変更された２つの入力機能設定値をデフ
ォルト設定値に戻したい場合には、Ｄｅｆａｕｌｔスイ
ッチ６２をポインティングデバイスを用いることにより
選択する。これにより、変更された入力機能設定値がデ
フォルト設定値にそれぞれ戻される。
【００６５】また、入力機能スイッチ６１ａ、６１ｂに
よりそれぞれ変更された入力機能設定値をデフォルト設
定値として登録したい場合には、Ｒｅｗｒｉｔｅスイッ
チ６３をポインティングデバイスを用いることにより選
択する。これにより、変更された入力機能設定値がデフ
ォルト設定値として例えば制御ユニット７内のメモリ
（図示しない）にそれぞれ記憶される。従って、例え
ば、装置電源が再度オンされた場合、このメモリに記憶
された入力機能設定値がデフォルト設定値として初期設
定される。
【００６６】以上のように、本発明の第５の実施の形態
の入力機能スイッチでは、デフォルトスイッチおよびリ
ライトスイッチを設け、必要に応じて変更した入力機能
設定値をデフォルト設定値に戻したり、変更した入力機
能設定値をデフォルト設定値として登録することが可能
であるように構成されている。従って、入力機能スイッ
チによる入力機能設定値の変更や登録を簡単な操作で行
うことができる。
【００６７】次に、前記機能スイッチが複数の操作パネ
ルに機能別に配置された具体例を示す超音波画像診断装
置を第７の実施の形態として説明する。
【００６８】図１３はこのような装置の概略斜視図であ
る。
【００６９】１００は超音波診断装置本体であり、その
上部には表示手段としてのモニター１０１が搭載されて
いる。装置本体１００の前面には水平配置の第１操作部
としてのパネル（第１操作パネル）１０３が配置されて
おり、その奥側には、傾斜配置された第２操作部として
の操作パネル１０２が設けられている。
【００７０】前記第１操作パネル１０３には、前記モニ
ター１０１に表示すべき画像の設定や切換を行なう表示
切換用パドルスイッチ１０３Ａやゲインダイヤル１０３
Ｂ等の操作頻度の高い操作スイッチが設けられている。
【００７１】また、第２の操作パネル１０２は表示画面
１０２Ａ（タッチコマンドスクリーン）を有するととも
に、操作頻度がそれほど高くないスイッチ類１０２Ｂを
有している。前記表示画面には２Ｄ表示（Ｂモード像を
２次元表示するもの）用タッチパネルと、ＣＤＩ表示
（カラードップラーモード表示）用タッチパネルの内容
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が切換表示できるようになっている。このタッチパネル
には各モードの表示に応じて種々の機能スイッチやボタ
ンが配列されており、タッチ式により、選択操作できる
ようになっている。
【００７２】そして、表示用モニター１０１の表示画面
１０１Ａには、Ｍモード像、Ｂモード像、ドップラーモ
ード像が表示されるとともに、必要な文字やデータが表
示されるようになっている。
【００７３】次に、各部の機能スイッチの配列等につい
て詳細に説明する。
【００７４】図１４（ａ）、（ｂ）は第１の操作パネル
の機能スイッチの配列の具体例を示すものであり、前記
ゲインダイヤル１０３Ｂの他に、下表１に示すような種
々の機能スイッチ２０１～２１０が配列されている。
【００７５】この表中の用語の説明をしておくこととす
る。
【００７６】「ＣＤＩ」はカラードップラーイメージン
グであり、「Ｄｏｐ」はドップラーモードであり、「２
Ｄ」は２次元（Ｂモード像）表示を示すものである。
【００７７】そして、この操作パネルを示す図１４
（ａ）の中の丸で囲んだ部分Ａ内には、同図（ｂ）に示
すような、「Ｍ」モードボタン１０３ｃ、「Ｍ＋Ｂ」モ
ードボタン１０３ａ、「ＤＵＡＬ」モードボタン１０３
ｂ、「２Ｄ」モードボタン１０３ｄが配列されている。
【００７８】これらのうち、「Ｍ＋Ｂ」モードボタン１*
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*０３ａと「ＤＵＡＬ」モードボタン１０３ｂは前述の図
２（Ａ）、（Ｂ）に示したものと同じものであり、その
上方に設けられたランプＬＰ

1
、ＬＰ

2
の点灯状態によっ

て設定状態を表すようになっている。
【００７９】ここで、Ｍモードボタン１０３ｃは、リア
ルタイムでＭモード像を表示するものであり、２Ｄモー
ドボタン１０３ｄは、リアルタイムでＢモード像を表示
するものであり、Ｍ＋Ｂモードボタン１０３ａは、Ｍモ
ード像とＢモード像を画面左右に分けて同時表示するも
のであり、前記スイッチＳＷａ～ＳＷｃの操作に基づい
てランプが点灯している側がリアルタイム像、点灯して
いない側が静止画像を表示するようになっている。前記
ＤＵＡＬボタンは、異なる方向の走査断面のＢモード像
を画面の左右に分けて同時表示するものであり、上部の
ランプが点灯している側がリアルタイム像、点灯してい
ない側が静止画像が表示されるようになっている。
【００８０】また、上記スイッチ（ボタン）の操作に基
づいて、表示画面上に第１の超音波画像と第２の超音波
画像を画面の左右に分けて同時表示し、かつ前記発光手
段が発光している側にリアルタイム像が表示され、前記
発光手段が点灯していない側に静止画像が表示されるよ
うな処理を行う信号処理手段が装置本体内に設けられて
いることは言う迄もない。
【００８１】
【表１】

【００８２】図１５は２Ｄモード表示の際に第２の操作
パネル（タッチコマンドスクリーン）１０２の表示画面
１０２Ａに表示される機能スイッチの配列を示すもので

あり、各スイッチの内容は下表２の通りである。
【００８３】
【表２】
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【００８４】図１６は、カラーモード（ＣＤＩ）選択時
に前記第２の操作パネル１０２の表示画面１０２Ａに表
示される機能スイッチの配列を示すものであり、各スイ
ッチの機能は下表３の通りである。図１５において、１
０２Ｂ

1
はボタンであり、このボタンの横には設定値を

アナログメータ的に表わしたメーター像１０２Ｂ
2
が同

時表示されている。図１６にも同じく設定ボタン１０２
Ｄ

1
とメーター像１０２Ｄ

2
とが同時表示されている。他

のボタンについても同様である。
【００８５】前記メーター像は、設定可能範囲の下限、*
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*上限を視覚的に把握できるようにした枠と、前記設定値
に応じて前記枠内を移動するスライダー又は前記設定値
に応じて長さの変化するバー（プログレスバー）のいず
れかによって構成されている。
【００８６】また、メーター像によって表現される対象
としては、ダイナミックレンジ、スムージング、輪郭強
調、コントラスト、ノイズ低減処理、走査線密度にかか
る設定値の少なくとも１つが考えられる。
【００８７】
【表３】

【００８８】ここで、前記タッチコマンドスクリーン内
の各ボタンやスイッチの操作に基づいて表示画面（表示
モニター）に表示される画像の調整を行うための画像処
理手段が前記制御ユニット内に設けられていることは言
う迄もない。
【００８９】なお、上記図１５、図１６の表示画面の最
下段の数値２０１Ａ～２１０Ａは、前記図１４に示した

パドルスイッチ２０１～２１０の各設定値を示してい
る。
【００９０】尚、図１５、１６では機能設定（又は変
更）ボタンと、その近傍に表示されるメーター像として
は全て前記図５（ｂ）の縦配列のものを示したが、これ
に限定されず、図５（ａ）、図８（ｂ）、（ｃ）に示す
ような横配列スイッチを用いたボタンとしてもよいし、
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これに応じてメーター像も横配列のものを用いてもよい
ことは言うまでもない。
【００９１】図１７は、モニター１０１の表示画面１０
１Ａに表示される内容を示すものであり、ここでは、中
心に配置されたＢモード像ＢＭとドップラーモード像Ｄ
Ｍの重畳表示画面１０１Ｂを示し、表示に関するデータ
として、カラーバーＣＢ、心電図ＨＭ、ＩＤデータ１０
１Ｃ、人体モデル図１０１Ｄ等が別の領域に表示されて
いる。また、この表示画面１０１Ａの空き領域に表示画
像の表示内容の調整を行なうための機能スイッチが表示
され、ポインティングデバイスによって選択可能とする
こともできる。
【００９２】この実施の形態のように、操作頻度の高い
（又は表示手段に表示すべき画像を選択調整する）機能
スイッチを通常の操作パネル形式の第１の操作パネルに
配列し、それ程操作頻度が高くない（又は画像の表示態
様を調整する）機能スイッチを第２の操作パネルに配列
することにより、第１の操作パネルの構成の複雑化を回
避でき、また、第２の操作パネルは、表示画面を用いた
表示式かつタッチ式のスイッチ構成とすることにより、
操作性の向上を図ることができる。
【００９３】さらに、表示モニター画面上にも第３の操
作パネルを表示して、そこには、直接表示画面の内容を
微調整できるようなスイッチを配列しておき、これをポ
インティングデバイスを用いて操作できるようにしてお
けば、更に操作性の向上を図ることができる。
【００９４】尚、第３の操作パネル上に、前記第２の操
作パネルの機能スイッチの主要部を設けるようにすれ
ば、第２の操作パネルの操作を省略してモニターの表示
画面上のみで画像の表示制御を行なうことも可能であ
る。
【００９５】以上、本発明では、画像診断装置の一例と
して超音波画像診断装置に用いられる入力機能スイッチ
について説明したが、本発明の入力機能スイッチは、他
の画像診断装置、例えば、Ｘ線診断装置、磁気共鳴イメ
ージング装置、核医学診断装置のような画像情報を取得
する装置にも適用することが可能である。
【００９６】
【発明の効果】以上、本発明によれば、種々の画像を表
示して画像診断を行う上での入力機能スイッチの操作性
を向上させることができる。また、入力機能スイッチの
操作性の向上を図った超音波画像診断装置を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の入力機能スイッチ
が用いられる画像診断装置の一例である超音波画像診断
装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の入力機能スイッチ
の構成を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態の入力機能スイッチ
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の操作態様を示す図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態の入力機能スイッチ
の構成を示す図である。
【図５】本発明の第３の実施の形態の入力機能スイッチ
の構成を示す図である。
【図６】本発明の第３の実施の形態の入力機能スイッチ
に設けられているプログレスバーを示す図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態の入力機能スイッチ
に設けられているプログレスバーの表示例を示す図であ
る。
【図８】本発明の第４の実施の形態の入力機能スイッチ
の構成を示す図である。
【図９】本発明の第４の実施の形態の入力機能スイッチ
が設けられているプログレスバーの他の構成を示す図で
ある。
【図１０】本発明の第５の実施の形態の入力機能スイッ
チが設けられている表示モニタの表示画面の構成を示す
図である。
【図１１】本発明の第５の実施の形態の入力機能スイッ
チが設けられている表示モニタの表示画面の例を示す図
である。
【図１２】本発明の第６の実施の形態の入力機能スイッ
チが設けられている表示モニタの表示画面の他の構成を
示す図である。
【図１３】本発明の第７の実施の形態としての超音波診
断装置の概略斜視図である。
【図１４】本発明の第７の実施の形態に用いられる第１
操作パネルの平面図である。
【図１５】本発明の第７の実施の形態に用いられる第２
の操作パネルの表示画面を示すものである。
【図１６】本発明の第７の実施の形態に用いられる第２
の操作パネルの表示画面の他例を示すものである。
【図１７】本発明の第７の実施の形態に用いられる表示
手段の表示画面の一例を示すものである。
【符号の説明】
１  超音波プローブ
２  送受信回路
３  画像情報収集メモリ
４  入力ユニット
５  演算ユニット
６  表示モニタ
７  制御ユニット
１０、１１、１５、１６、２０、２１、３５  入力機能
スイッチ
２０ｂ、２１ｂ、３１、４０  プログレスバー
３０、４１  デフォルト位置マーク
４２  設定位置マーク
８１  入力機能部
８２  フォーカス位置調整スイッチ
８３  デフォルトスイッチ
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８４  リライトスイッチ
１００  超音波診断装置本体
１０１  表示手段 *

20
*１０２  第２の操作パネル
１０３  第１の操作パネル

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図９】



(12) 特開２００１－２７６０６８

【図８】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１５】



(13) 特開２００１－２７６０６８

【図１３】

【図１４】

【図１６】



(14) 特開２００１－２７６０６８

【図１７】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(72)発明者  吉岡  嘉尚
            栃木県大田原市下石上字東山1385番の１  
            株式会社東芝那須工場内

Ｆターム(参考） 4C061 AA00 BB00 CC00 DD00 
                4C093 CA15 FA01 FA42 FG14 
                4C096 AB36 AD15 AD22 DA30 DC29
                      DD06 DD09 DD10 EA10 
                4C301 EE13 JB14 JB50 KK27 LL20



专利名称(译) 图像诊断设备，超声图像诊断设备

公开(公告)号 JP2001276068A 公开(公告)日 2001-10-09

申请号 JP2001011582 申请日 2001-01-19

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝

申请(专利权)人(译) 东芝公司

[标]发明人 郡司隆之
中里俊章
吉岡嘉尚

发明人 郡司 隆之
中里 俊章
吉岡 嘉尚

IPC分类号 A61B1/00 A61B5/055 A61B6/00 A61B6/03 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00 A61B1/00.300.Z A61B6/00.300.Z A61B6/03.A A61B5/05.390 A61B1/00 A61B5/055.390

F-TERM分类号 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061/CC00 4C061/DD00 4C093/CA15 4C093/FA01 4C093/FA42 4C093
/FG14 4C096/AB36 4C096/AD15 4C096/AD22 4C096/DA30 4C096/DC29 4C096/DD06 4C096/DD09 
4C096/DD10 4C096/EA10 4C301/EE13 4C301/JB14 4C301/JB50 4C301/KK27 4C301/LL20 4C161
/AA00 4C161/BB00 4C161/CC00 4C161/DD00 4C601/EE11 4C601/JB11 4C601/JB13 4C601/JB14 
4C601/JB60 4C601/KK31 4C601/LL40

优先权 2000020545 2000-01-28 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是提供一种图像诊断设备，其能够通过使得能够容易地掌
握输入功能开关的操作状态来改善可操作性。 解决方案：输入功能开关
15用于逐步调整显示在超声图像诊断设备的显示监视器显示屏上的超声
图像（例如，更改超声图像的对比度设置值）。 图1的开关单元15a，
15b和15c包括： 当增大对比度设置值时选择开关单元15a，当减小对比
度设置值时选择开关单元15c，并且当改变的对比度设置值返回到默认设
置值时开关单元15b返回。 待选择。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/376c143d-3339-4ff4-95c6-73ff4f51b610
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026584405/publication/JP2001276068A?q=JP2001276068A

